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Abstract

The12carcareoussedimentsamplesfromtheNakagusukuBayofthesoutheasternpartof

theOkinawaIslandofOkinawaPrefecturewereanalyzedforthemudcontents,CaC0,,813candlipid

compounds･Thesurveyedareaaredividedinto3areas,thatis,bayhead,midbayandstrait･

TheL/H (L≦C2｡,H≧C21)ofn-alkanesislowerinthebayheadsediments.TheL/Hofn-al-

kanesishigherinthemidbaysedimentsandstraitsediments.

Atotalof1641desmethy1-sterolswereidentified･Themeanvalueofthe4-desmethyl-sterols

inthellsedimentsis2.08〝g/gwithoutonesedimentsamplethatthecontentofSt.llSedimentis

15･09yg/g･The41desmethy1-Sterolsarerichinthebayheadsedimentsamples.

Thepredominant4-desmethyLsterolsarecholesterol,brassicasterol,stigmasterolandβ-sito-

sterol･InatriangulardiagramofC27,C28,C29-SterOIs,thesedimentsofthestraitareplottedon"Open

marine"･Thesedimentsofthemidbayandbayheadareplottedon"estuarineorbay".

Fattyacidsconsistofsaturatedfattyacids,andmono-andpoly-unsaturatedfattyacids･Satu-

ratedfattyacidswerethemostabundantcompoundsclasssuchasC16,C22,C24andC28.Themono-

unsaturatedfattyacidssuchasC16:1,C18･landpoly-unsaturatedfattyacidssuchasC2.:4,C2.:5Were

theabundantcompounds.

Thepresenceofunsaturatedfattyacidsimpliesthattheorganicmatterhavenotundergone

extensivedegradationoralteration.
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1.はじめに

浅海の炭酸塩堆積物は,生物を構成する石灰質硬組織の遺骸に由来するもので,黒潮な

どの暖流域の支配下にある浅海域には,炭酸塩堆積物が豊富に分布している｡筆者らは,

浅海の炭酸塩堆積物にふくまれる脂質組成として,長崎県五島列島福江島の富江湾から採

取した堆積物試料について炭化水素,アルコール,ステロール,脂肪酸,有機炭素同位体

比 813C値を報告している (近藤ほか,1992;1993)0

本論では,沖縄県沖縄島南部の中城湾から採取した炭酸塩堆積物に含まれる脂質組成の

分布と特徴について報告する.また,堆積物に含まれる有機物の 813C値の分析結果につ

いても報告する｡

2.中城湾の概要

中城湾は沖縄島の南東部に位置し,奥行き 15km,幅 20kmのほぼ四角形をした湾であ

る｡北側の勝連半島と南側の知念半島問の沖合部は,津堅島,ウガン礁,久高島などのサ

ンゴ礁からなる島々が連なっている｡これらの島々の内側は,サンゴ礁の浅瀬からなる潟

湖性の湾であり,水深は 10-40mの比較的平坦な海底地形となっている｡中城湾への

出入口は,津堅島とウガン礁間の幅4km,深さ50mのニッロが大きい｡他の出入口は幅,

水深ともに小さく潮流が速い (氏家 ･興津,1979)(第 1図)0

中城湾は外海との潮流の出入りが多い開放的な湾である｡中城湾の海域は,南西部の与

那原湾域を湾奥部bayhead,中央部を湾央部midbay,湾口部の海峡を海峡部 straitの 3海域

に区分している｡

なお,各海域の堆積物は一般的に次の特徴をもつものとしている｡湾奥部 bayheadは,

河川から運ばれた泥が堆積し含泥量が高い｡湾央部midbayは,湾の固有水塊による堆積

物であり泥質砂～泥である｡海峡部 straitは,海水の流入により岩盤が露出したり,また,

粗粒な堆積物となっている｡

Fig･1 Bottomtopographyandsampling
locations

Fig.2 Distributionofmudcontents
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3.試料採取と分析方法

1992年 3月 16日に中城湾の 12地点において,エクマン ･バージ採泥器により堆積

物試料を採取した｡陸上の土壌が流れ込んでいると思われる中城湾の湾奥部にある与那原

湾の 5地点 (St.1,9,10,ll,12),湾央部の 5地点 (St.2,3,4,5,6),湾 口の海

峡部の 2地点 (St.7,8)から堆積物を採取した (第 1図)0

採取した堆積物の表層 0-3cmまでの堆積物を試料とし,-20℃の冷凍庫で分析時ま

で保存した｡

粒度分析は砂質部を節分法でおこなった｡含泥量は水師により分離した泥を硫酸アルミ

ニュウムで凝集させ,乾燥後の重量を求めた｡貝殻などの炭酸カルシュウム含有量は 5%

塩酸処理前後の重量差により求めた｡有機炭素同位体比 813C値は東京都立大学理学部分

析化学教室にて測定した｡

脂質の分析方法 (近藤,2005)については, 1NKOH/メタノール溶液によるケン化

液からn-ヘキサン/ジエチルエーテル (9:1)混合液により,脂質の中性成分を抽出した｡

中性成分抽出後に,塩酸によりpH-1以下として脂質の酸性成分を抽出した｡

各成分の分離は,薄層クロマ トグラフィーにより中性成分を炭化水素,多環芳香族炭化

水素･アルデヒド･ケ トン,脂肪族アルコール･4-メチルステロール,4-デスメチルステロー

ルに分画した｡また,酸性成分については脂肪酸を分画した｡

脂質成分の定量はガスクロマ トグラム (HewlettPackard社製,5890シリーズⅡ)を用

いた｡使用したカラムはDB-5(内径 0.32mmX長さ30m,微極性)である｡脂質成分の

同定はFinniganmatINCOS-50GC/MSにより行った｡カラムはDB-5である｡

Table1 AnalyticaldataofsedimentsfromNakagusukuBay

St.I)epthCaCO3 斑ud 61ac sediment
(m ) % % %｡ mmes

Area

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1

2

1
1

1

0
00
8
9

7
9
8

7
8
00
8
8
00
9

0
8
3
1
1
0
5

2
2
1
3
5
4
1
20 99
16 59
7 49
8 59
17 64

6
1
4
5
7
7
7
1
8
2
0
1

2
3
4
5
3
3

9.0 -18.0 mddyfinesand
7.1 -17.5 muddyfinesand

●
●
●
●

5
5
7
0

2 -17.1 muddyfinesand
7 -16.8 finesandymud
6 -17.7 muddyfinesand
4 -17.6 muddyfinesand

0.2 -15.9 mediumsand

-15.6 verycoarsesand
9.0 -18.0 mediumsand
7.9 -18.5 mediumsand
38.4 -19.0 mediumsand

28.9 -18.3 muddyfinesand

Bh
姐
Fg
FB
此
Fg
st
st
Bh
Bh
Bh
B

Hean 22 78.7 29.0 -17.5

Bh:bayhead mB:midbay St:strait
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4.結果と考察

4- 1 粒度組成,炭酸カルシュウム CaCO3量,有機炭素同位体比 813C

粒度組成,炭酸カルシュウム CaCO3量,有機炭素同位体比 813Cの分析結果は第 1表に

示した｡

粒度分析の含泥量については,湾奥部の与那原湾の堆積物は含泥量が 8- 38%と少な

い砂～泥質砂である｡湾央部では含泥量が 30- 56%と高くなり,細粒砂～細粒砂質泥

である｡湾口の海峡部では泥をほとんど含まない中粒～極粗粒砂である (第 2図)｡なお,

中城湾堆積物の底質については氏家 ･興津 (1979)の報告がある｡

炭酸カルシュウムCaCO3量については,湾奥部の与那原湾では炭酸カルシュウム量は

49- 71%と高い｡湾央部でも炭酸カルシュウム量は88- 90%と大きくなっている｡

中城湾湾口の海峡部では最も大きく,炭酸カルシュウム量は 98.7- 99.1%になっている

(第 3図)0

有機炭素同位体比 813C (%｡)の分布 (第4図)については,湾奥部の与那原湾の堆積

物の813C値は最も小さく,-18.0- - 19.0%｡であるO湾央部～海峡部では1 15.6- I

15.9%｡を示すが,炭酸カルシュウム量が多い試料ほど813C値が大きくなっている｡これ

らの813C値は富江湾の炭酸塩堆積物における813C値 (近藤ほか,1993)と同様な値を示

している｡

海洋プランクトンは813C値が- 19--22%｡の報告がある (酒井･松久,1996)｡また,

海の藻類は813C値が- 17-- 18%｡,二枚貝は 813C値が- 18.4%｡(Sackett,1989)と報告

されている｡なお,有機炭素同位体比 813C (%｡)は,陸起源有機物と海洋起源有機物で

大きく異なることを利用して陸起源有機物の割合が求めることがなされるが,海洋起源の

有機物の813C値は,-19%｡とされている (石渡,1988)0

Fig.3 DistributionofCaCO3 Fig,4 Distributionofa 13C

4-2 脂肪族炭化水素 (アルカン)

脂肪族炭化水素 (n-アルカン)は,C14-C37-アルカンを検出して定量した｡含有

量 (〝g/g)は 0.09- 3.60〝g/gである (第 2表)｡アルカン含有量の分布 (第 5図)は,
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Table2 n-Alkanesdataforsurfacesediments

fromNakagusukuBay

St. n-Alkanes
〝g/g L/H CPI Peaks

Sediments
m meS

0
0
3
1
0>
l
O>
1

7
3
7
7

4
5
4
3
8
5
6
7
8
3
3
3

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

り一
2
3
3
2
3
1
1
2
2
2
2

20
55
51
胡
58
72
32
17
61
55
17
3

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■

0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0

2
9
3
8
4
oO
1
O>
2
3
0
0

3
2
3
3
2
1
1
0
2
2
6
3

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

1
1
1

l
1
7
5

2
3
1
2

'
'
'
●■

9
1
1
q
V

2
2
3
2

●■
●■
'
'

1
Q
V
9
1

3
2
2
3

l
1
5

3
3
2

●■
l
'

9
9
9

2
2
2

'
●■
'

‖り
H
叩
‖叩

2
2
2

7
9
1
2
1
'

5
1
1
2
｢u
lh

l
1
2
3

5
7
1

3
2
2

'
'
●■

9
9
1

2
2
3

'
'
'

l
1
9

3
3
2

mddyfine
mddyfine
muddyfine
finesandy

a
..パu
a

m
弧
m
d

s
s
s
m

zmddyfinesand
muddyfinesand
mediumsand

verycoarsesand
mediumsand
mediumsand
mediumsand

muddyfinesand

臥
戚
瓜

Ea
此
Eg

st
st
馳
Bh
Bh
蝕

把ean 0.52 0.60 2.62

Bh:Bayhead mB:hidbay St:Strait

Fig.5 Distributionofn-alkanes(〝g/g)
inNakagusukuBay
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Fig.6 DistributionofL/Hofn-alkane

湾奥部の与那原湾のSt.11では3.60〃g/gであるが,他は0.09- 0.38〃g/gである｡これ

らの値は富江湾の炭酸塩堆積物におけるアルカン含有量 (近藤ほか,1993)に近い｡閉

鎖的な湾であり泥質堆積物に富む厚岸湾 (近藤,2005),東京湾 (近藤ほか,2004),大

村湾 (近藤はか,1990)におけるアルカン含有量の 1/10以下である｡中城湾の炭酸塩

堆積物は,アルカン含有量が小さい｡

アルカンのL/H比の分布 (第 6図)は,湾奥部の与那原湾のSt.11では0.17と小さい｡

湾奥部でL/H比が小さくなっているのは,陸上の高等植物起源の有機物に由来するC29,
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C31などのアルカンなどが多いことによると考えられる｡一方,湾央部～海峡部ではアル

カンのL/H比は大きくなり,St.7- 8では 1.2- 1.3である｡湾央部～海峡部では,覗

地性の海洋生物に由来する有機物の寄与が大きく,C15,C17,C19などのアルカンが多い

ことによると考えられる｡

4-3 n-アルコール

n-アルコール含有量は,0.51-2.18〝g/gである(第 3表)0 n-アルコールの炭素数のピー

クの分布は,湾奥部の与那原湾のSt.10,11ではC28がピークとなっている｡一方,拷

央部のSt.2,3,4,5,6では,C22がピークである｡湾口の海峡部のSt.7,8では,C.6

がピークとなっている (第 3表)0

Table3 AIcoholsdataforsurfacesedimentsfromNakagusukuBay

St. n-AIcohols

〟g/g L/H CPI Peaks
PhytoI Sediments Area
〝g/g name

0
9
6
3
00
5
6
1
8
5
1
3

6
2
0
2
5
5
4
5
4
6
5
2

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

0
0
1
1
0
0
1
4
0
0
6
0

4
6
6
6
6
6
6
2
4
6
2
4

2
1
1
1
2
1
2
2
2
2
2
2

+
_
A
A
L
+
+
_
_
A
A
A

2
0
4
4
4
4
4
4
2
6
6
8

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2

'
●,
'
●■
'
'
'
'
'
'
'
'

6
2
2
2
2
2
6
6
6
8
00
2

1
2
2
2
.2
2
1
1
1
2
2
2

2
9
6
7
0
3
7
4
1
2
00
2

8
8
9
1
9
1
5
6
8
3
0
9

5
.
5
.
5
..6
.
6
.
6
.
3
.
3
.
も
5
.
7
.
4
.

57
59
53
鵬
32
鵜
95
78
55
47
31
3

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
8
00
2
4
9
7
1
00
9
3
2

6
0
1
1
4
2
6
5
9
0
0
2

●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●

l
1
2
2
1
1
0
0
0
1
5
1
1

1
2
3
4
5
とU
7
8
9
0
1
2

1
1
1

0 muddy
9 muddy
6 muddy

fine

muddy
5 muddy

d
d
d

d
d

弧
弧
弧
TT,'
弧
弧

S
S
S
m
S
S

e
e
e
∫
e
e

n
n
n
a

n
a

･l
･l
･l
n
･l
･l

∫
∫
∫

a
∫
f

S

mediumsand

verycoarsesand
mediumsand
Tnediunsand
瓜edil班 Sand

muddyfinesand

臥
畑
地
曲
畑
地

st
st
蝕
Bh
馳
B

光ean 1.29暮0.54 5.52 - - - 1.51

Bh:Bayhead mB'.hidbay St:Strait

Fig.7 Distributionofn-alkanes(〃g/g) Fig.8 Distributionofsterols(〝g/g)
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n-アルコールのピークについて,湾奥部の与那原湾の堆積物は陸上の高等植物起源の

有機物が多いので炭素数が多いC28などのアルコールに富むと考えられる｡一方,湾央部

や湾口の海峡部の堆積物は,海洋の動物プランクトンなどの現地性の生物起源の有機物に

富むので,炭素数が少ないC16や C22などのアルコールが多いと思われる｡

n-アルコールのL/H比は,n-アルカンと同様に陸上の高等植物起源の有機物が多いと

考えられる湾奥部の堆積物では小さく,海洋生物に由来する有機物の寄与が大きい湾口の

海峡部の堆積物では大きい (第 3表)0

アルコール含有量の分布図 (第 7図)について,湾奥部のSt.11では 15.03pg/gであ

り最大である｡湾央部のSt.3では2.18〝g/g,St.4では 2.12〃g/gとやや大きい

4-4 4-メチルステロール

4-メチルステロール (4-methyl-sterol)として,ディノステロールdinosterolを定量した｡

このdinosterolは,植物プランクトンである渦鞭毛藻類起源の有機物を示す生物指標化合

物 (バイオマーカー)とされている (DeLeeuweta1.,1983;Robinsoneta1.,1984).

dinosterol含有量 (〃g/g) (第 4表)は,含有量が特に大きいSt.18の0.71〝g/gを除いた

11試料の平均値は,0.18yg/gである.湾央部のSt.3,4,5,6の泥質砂は,dinosterol

含有量が 0.24- 0.31と大きく,渦鞭毛藻類が起源とされるdinosterolはこれらの泥質砂

に多く堆積していると思われる｡なお,中城湾堆積物のdinosterol量は,厚岸湾,東京湾,

大村湾などの泥質堆積物と比較するとかなり少ない｡

Table4 SterolsofsedimentsfromNakagusukuBay

4-desmethyト dino- colesterol β-sito- Sedimentsname Area
sterol sterol steroI

St,. FLg/g FLg/g pg/g 0/. pg/g 0/o

1 2.29
2 1.94
3 2.21
4 2.96
5 2.47
6 2.22
7 1.29
8 1.93
9 1.97
10 1.96
11 15.09
12 1.67

8
6
6
2
7
7
4
5
2
0
7
0

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

3
4
4
5
6
6
7
5
6
8
8
6

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0
9
6
3
8
5
6
1
00
5
1
3

6
2
0
2
5
5
4
5
4
6
5
2

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

0
0
1
1
0
0
1
4
0
0
6
0

7
1
5
2
3
9
3
1
0
2
3
7

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

3
7
1
00
00
1
6
5
1
0
2
9

2
2
2
1
1
2
1
3
2
2
2
1

4
3
8
4
5
9
1
6
1
0
7
3

5
5
4
5
4
4
2
6
4
4
3
3

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0

0
5
4
7
1
8
6
6
3
3
1
4

2
1
2
2
3
2
0
0
1
1
7
1

●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

mddyfinesand
muddyfinesand
muddyfinesand
finesandymud
muddyfinesand
mddyfinesand
mediumsand

verycoarsesand
mediumsand
mediumsand
mediumsand

meddyfinesand

h
ち
ち
B
ち
pU
▲し
⊥L
h
h
h
h

B

∩
m
m
m
m
S
S
ち
B
B
B

凡ean 2.08' 0.18' 0.46*22.1 1.06事17.0
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Fig.9 Distributionofβ-sitosterol(%)

し､′RG'
P

--●-20∫

201-2-. ●か
t ●

● ＼一一.一･一二- ●

Fig.10 Distributionofcholesterol(%)

4-5 4-デスメチルステロール

41デスメチルステロール (4-desmethyl-sferol)は 16種を定量した (第 4表)｡湾奥部の

St･11の 15･09pg/gを除き,11試料の平均値は2.08yg/gである.この含有量は厚岸湾,

東京湾,大村湾などの泥質堆積物に比較すると最も少ない｡

主要なステロールは,cholesterol(G),brassicasterol(I),stigmasterol(Q),β-sitosterol(U)であ

る｡これらは4-デスメチルステロールの60-70%を占めている｡

4-デスメチルステロール含有量の分布は,湾奥部のSt.11で最も大きい｡湾央部の含

泥量が大きいSt.3,4,5,6の堆積物は,ステロール含有量が大きくなっている (第 8図)0

陸上の高等植物起源とされるBISitosterol(U)(%)の分布は,湾奥部では比較的大きく

16･0-23･8%である｡湾央部では小さくなっているが,湾口付近のSt.5,6ではやや大

きい (第 9図).β-sitosterolが湾奥部の堆積物に多いことは,湾奥部で 813C値が小さいこ

とに対応し,陸上の高等植物起源の有機物が多いものと考えられる｡

C-28Ⅰ+A

C-27
Fig･ll C26- C27-C29SterOIs
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動物プランクトンなどに多いcholesterol(G)(%)の分布図では,海域による分布の

違いが明瞭でない (第 10図)｡なお,ステロール骨格に2重結合があるcholesterol(G),

stigmasterol(Q)は,変質により2重結合が失われてcholestanol(H),Stigmastanol(R)のスタ

ノールとなる.これらのスタノールは,湾口の海峡部のSt.7では少なかった.

4-デスメチルステロールを用いて起源物質と堆積環境を知る方法として,Huangand

Meinschein(1979)は,C27,C28,C29ステロールの3成分比によって堆積環境を区分して

いる｡この方法によりC27 (E+G),C28 (Ⅰ+M),C29 (Q+U)を3成分として三角ダイ

ヤグラムを描いた (第 11図)｡中城湾において,外洋openmarineとされるものはSt.7,

8の2地点だけである｡この他の 10地点は,入り江～湾estuarineorbayに区分される｡

4-6 脂肪酸

脂肪酸については,直鎖飽和脂肪酸,不飽和脂肪酸,分枝脂肪酸が検出された (第 5表)0

それらの炭素数の分布については第 12,13図に示した｡

直鎖飽和脂肪酸について炭素数の分布は,湾奥部のSt.10,ll,12ではC28がピーク

でありC16はやや少ない｡しかし,湾口の海峡部にあるSt.7,8は,C16がピークであり

C24も多いので直鎖飽和脂肪酸のL/H比は,他海域の試料のL/H比よりも大きい｡湾央部

のSt.2,3,4,5,6の地点では,C22,C24,C16の直鎖飽和脂肪酸が多くなっている (第

12図)0

Table5 FattyacidsdataforsurfacesedimentsfromNakagusukuBay

total n-sat nonopolybranchn-satmonopolybranch
Sediments St.(〝g/g)(〝g/g) L′H CPⅠ (〝g/g) (%)

muddysand 1 11.3 6.5 3.6 4.9 2.8 0.2 1.8 57.6 24.6 1.915.9
muddysand 2 10.0 6.1 5.3 6.3 2.4 0.l l.4 60.9 23.8 1.314.0
mddysand 3 13.4 8.0 4.5 4.8 3.3 0.3 1.8 59.5 24.6 2.413.6
sandymud 4 17.2 10.3 3.1 4.7 4.1 0.4 2.3 60.3 24.0 2.413.2
muddysand 5 1.3.0 7.8 2.8 6.1 2.8 0.4 2.0 59｣7 21.6 3.215.6
muddysand 6 14.9 8.4 4.6 5.4 3.8 0.5 2.3 56.3 25.4 3.215.1
sand 7 25.5 13.8 8.9 4.6 9.0 1.5 1.2 54.0 35.4 5.9 4.7
sand 8 16.9 9.2 11.9 9.9 6.0 0.9 0.9 54.2~35.2 5.1 5.4
sand 9 8.4 4..7 3.8 4.9 2.2 0.2 1.3 55.7 26.0 2.316.0
sand 10 11.9 6.6 3.8 5.5 3.2 0..4 1.7 55.6 27.0 3.513.9
sand 11 69.4 40.6 4.4 4.4 15.4 2.~411.0 58.5 22.2 3.515.8
muddysand12 9.0 5.4 4.4 4.5 2.1■0.l l.4 60.0■23.l l.215.6

total:totaloffattyacids. n-sat:satllratedfattyacids.
mono:monounsaturatesfattyacids. poly:polyunsaturatedfattyacids.
branch:branchedfattyacids.
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生物体の脂肪酸について陸上の高等植物はC24,C26,C28を頂点とする偶数優位性を示

し (EglintonandHamilton,1967),現地性の生物である藻類,動植物プランクトンは C16の

直鎖飽和脂肪酸やモノ不飽和脂肪酸であるC16:1, C18:1などが多い (Johnseta1.,1979)0

湾奥部の堆積物では直鎖飽和脂肪酸のC28がピークでC16が少ないことは,陸上の高等植

物起源の有機物に富むことを示している｡一方,湾口の海峡部にあるSt.7,8はC16がピー

クであるので,現地性の生物に由来する有機物が多いことを示している｡

不飽和脂肪酸については,モノ不飽和脂肪酸はC16:1,C18:1が多い｡多不飽和脂肪酸

はC20:4,C20:5が多くみられる｡なお,分枝脂肪酸についてはC15のものが多い (第 13図)0

不飽和飽和脂肪酸における炭素数の分布は,湾口の海峡部にあるSt.7,8はモノ不飽

和脂肪酸 C16‥1や C18‥1が多い｡また多不飽和脂肪酸であるC20:4とC2｡‥5が多くみられる｡

これら以外の試料ではSt.10を除き,モノ不飽和脂肪酸ではC18:1が最大でありC16=1が

次に多い｡多不飽和脂肪酸ではC20:4とC20‥5が多くなっている｡

分枝脂肪酸については,湾口の海峡部にあるSt.7,8はC15が少ないが,湾奥部と湾

央部の試料は,C15が多いという特徴がみられる (第 13図)0

モノ不飽和脂肪酸のC16:1,C18:1などと多不飽和脂肪酸のC2｡‥4,C20=5,C22=4,C22:5

などは,海洋の藻類に特徴的に含まれている｡また,多不飽和脂肪酸の存在は,有機物を

作る脂質が海洋の生物からもたらされ,その有機物の破壊と変質があまり進んでいないこ

とを示すとされている (Smithet.a1.,1983)｡中城湾の堆積物に多くの不飽和脂肪酸が含ま

れていることは,堆積物中の有機物の破壊や変質があまり進んでいないものと考えられる｡
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5.まとめ

中城湾を湾奥部,湾央部,海峡部に区分した｡湾奥部は砂～泥質砂,湾央部は細粒砂～

細粒砂質泥,海峡部は中粒～極粗粒砂である｡CaCO 3量は約 50%以上であり海峡部では

99%に達する｡813C値は湾奥部で最も小さい｡

n-アルカン量は少なく厚岸湾などの泥の 1/10程であるoL/H比は湾奥部で小さく,高

等植物起源のC29,C31などが多いと考えられる｡湾央部～海峡部では海洋生物による

C15, C17,C19などに富み,L/H比が大きい｡

アルコールの炭素数のピークは湾奥部がC28,湾央部が C22,海峡部が C16である.拷

奥部は高等植物起源の有機物に富み,湾央部や海峡部は海洋生物の有機物に富むと考えら

れる｡L/H比は,湾奥部で小さく海峡部で大きい｡

4-メチルステロールのdinosterol量は湾央部の泥質砂で大きい｡主な4-デスメチルス

テロールは,cholesterol,brassicasterol,stigmasterol,β-sitosterolであるOステロール量は湾

奥部で最大である｡β-sitosterolは湾奥部で多く高等植物起源を示す｡cholesterolは海域に
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よる分布の違いが明瞭でない｡C27,C28,C29ステロールの3成分比によると,海峡部の

2地点はopenmarine,他の 10地点はestuarineorbayに区分される.

直鎖飽和脂肪酸の炭素数のピークは,湾奥部が C28,海峡部が C16である｡湾央部は

C22,C24,C16が多い｡湾奥部は高等植物起源の有機物に富むことを示し,海峡部は海洋

生物源の有機物が多いことを示す｡不飽和飽和脂肪酸は海峡部ではC16‥1,C18‥1や C2｡=｡,

C2｡=5が多く,他の海域ではC18=1,C16:1が多い｡C15の分枝脂肪酸は海峡部で少なく,

湾奥部と湾央部で多い｡不飽和脂肪酸が多く含まれる中城湾堆積物は有機物の破壊や変質

が進んでいないと考えられる｡
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